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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　通信装置であって、
　複数の通信相手と通信する通信手段と、
　送信すべきデータを検出するデータ検出手段と、
　複数の通信相手の各通信相手との通信に使用している回線を特定する情報を表示する表
示手段と、
　前記表示手段に表示される前記情報を基にデータ送信を行なう回線をユーザが選択する
ための回線選択手段と、
　通信相手を指定するための指定手段と、
　前記通信手段により複数の通信相手と通信中に前記データ検出手段により送信すべきデ
ータが検出された場合に、前記通信手段により通信中の通信相手以外の通信相手が前記指
定手段により指定されなければ、前記回線選択手段により選択された回線を使用して通信
中の通信相手にデータを送信し、前記通信手段により通信中の通信相手以外の通信相手が
前記指定手段により指定されると、前記回線選択手段により選択された回線を使用した通
信相手との通信を切断し、空いた回線を用いて前記指定された通信相手にデータ通信を送
信する送信手段と、
を有することを特徴とする通信装置。
【請求項２】
　前記データ送信は、ファクシミリ送信であることを特徴とする請求項１に記載の通信装
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置。
【請求項３】
　前記データ検出手段は、送信原稿を検出することを特徴とする請求項１に記載の通信装
置。
【請求項４】
　前記データ検出手段による前記送信すべきデータの検出に基づいて、前記表示手段は、
複数の通信相手の各通信相手との通信に使用している回線を特定する情報を表示すること
を特徴とする請求項１に記載の通信装置。
【請求項５】
　通信装置の制御方法であって、
　送信すべきデータを検出するデータ検出工程と、
　複数の通信相手の各通信相手との通信に使用している回線を特定する情報を表示する表
示工程と、
　前記表示工程において表示される前記情報を基にデータ送信を行なう回線をユーザが選
択するための回線選択工程と、
　通信相手を指定するための指定工程と、
　複数の通信相手と通信中に前記データ検出工程において送信すべきデータが検出された
場合に、前記通信中の通信相手以外の通信相手が前記指定工程において指定されなければ
、前記回線選択工程において選択された回線を使用して通信中の通信相手にデータを送信
し、前記通信中の通信相手以外の通信相手が前記指定工程において指定されると、前記回
線選択工程において選択された回線を使用した通信相手との通信を切断し、空いた回線を
用いて前記指定された通信相手にデータ通信を送信する送信工程と、
を有することを特徴とする通信装置の制御方法。
【請求項６】
　通信装置の制御プログラムを格納したコンピュータ読取可能な記憶媒体であって、
　送信すべきデータの有無を検出するデータ検出工程と、
　複数の通信相手の各通信相手との通信に使用している回線を特定する情報を表示する表
示工程と、
　前記表示工程において表示される前記情報を基にデータ送信を行なう回線をユーザが選
択するための回線選択工程と、
　通信相手を指定するための指定工程と、
　複数の通信相手と通信中に前記データ検出工程において送信すべきデータが検出された
場合に、前記通信中の通信相手以外の通信相手が前記指定工程において指定されなければ
、前記回線選択工程において選択された回線を使用して通信中の通信相手にデータを送信
し、前記通信中の通信相手以外の通信相手が前記指定工程において指定されると、前記回
線選択工程において選択された回線を使用した通信相手との通信を切断し、空いた回線を
用いて前記指定された通信相手にデータ通信を送信する送信工程と、
を有することを特徴とする通信装置の制御プログラムを格納したコンピュータ読取可能な
記憶媒体。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
　本発明は、データ通信機能を備えた通信装置、その制御方法およびその制御プログラム
を格納したコンピュータ読取可能な記憶媒体に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
近年、ＩＳＤＮ（統合サービスデジタル網）が広く普及しつつある。ＩＳＤＮの基本イン
ターフェースでは、６４ｋｂｐｓの２本のＢチャネル、端末・網間での発着信制御などに
用いられるＤチャネルから成るいわゆる「２Ｂ＋Ｄ」の複数のチャネルを利用することが
できる。



(3) JP 4444427 B2 2010.3.31

10

20

30

40

50

【０００３】
従来より、この「２Ｂ＋Ｄ」の複数のチャネルを同時に用いて三者または会議通話が可能
なシステムが考えられている。
【０００４】
たとえば、特開平０６－２５３０２８号公報には、網が提供する会議通話サービスへの加
入料などの負担なく会議通話を行なえる簡易な三者通話システムが記載されている。同公
報記載の技術では、会議装置を使用せず、各加入者の端末がリレー式に発呼し通信パスの
設定を順次行ない、網からの下り音声を合成して送信することにより会議通信を行なう。
【０００５】
また、特開平０６－２６１１９８号公報には、会議通信のように動画情報の交換と音声情
報の交換を実行しているときに、ファクシミリ送信要求が生じた場合に、非標準プロトコ
ルによりファクシミリ通信に用いる通信スピードを決定し、動画情報、音声情報の交換の
実行を停止させることなく、かつ、データの送信時間が長くなるのを防止する技術が開示
されている。
【０００６】
【発明が解決しようとする課題】
三者通話、あるいは会議通話の場合、通話中に文献や資料などの内容を確認するために（
ファクシミリ方式などによる）画像通信を行ないたい、という需要は当然予想されるが、
従来技術では、このような需要を満たし、かつ互換性が高く、簡単安価に実施できる通信
方式は提案されていない。
【０００７】
たとえば、上記のうち、特開平０６－２５３０２８号公報記載の通信システムでは、音声
情報または画像情報等を合成することにより、網によるサービスを受けることなく三者会
議を行なえるが、一旦、音声情報または画像情報を流すパスを設定した後に、異なるデー
タを送信する手段については開示がなく、たとえば三者通話中に、任意の相手にファクシ
ミリを送りたい場合には、三者通話中の相手に対して切断を要求するしかない。
【０００８】
特開平０６－２６１１９８号公報の場合は、三者（会議）通話の接続中に呼接続を切断す
ることなくファクシミリ送受信を行なうことが記載されているが、ファクシミリ送受信開
始前に非標準プロトコルによる制御を行なう必要があり、構成が複雑高価になるとともに
、非標準のプロトコルを用いるために、同一のシステム同士以外では当該の機能を利用す
ることができない、という問題があった。
【０００９】
　本発明の課題は、複数の通信相手との通信中に容易な操作により、データ通信を行なえ
るようにすることにある。
【００１０】
【課題を解決するための手段】
　以上の課題を解決するために、本発明においては、複数の通信相手と通信する通信手段
と、送信すべきデータを検出するデータ検出手段と、複数の通信相手の各通信相手との通
信に使用している回線を特定する情報を表示する表示手段と、前記表示手段に表示される
前記情報を基にデータ送信を行なう回線をユーザが選択するための回線選択手段と、通信
相手を指定するための指定手段と、前記通信手段により複数の通信相手と通信中に前記デ
ータ検出手段により送信すべきデータが検出された場合に、前記通信手段により通信中の
通信相手以外の通信相手が前記指定手段により指定されなければ、前記回線選択手段によ
り選択された回線を使用して通信中の通信相手にデータを送信し、前記通信手段により通
信中の通信相手以外の通信相手が前記指定手段により指定されると、前記回線選択手段に
より選択された回線を使用した通信相手との通信を切断し、空いた回線を用いて前記指定
された通信相手にデータ通信を送信する送信手段と、を有する構成を採用した。
【００１６】
【発明の実施の形態】



(4) JP 4444427 B2 2010.3.31

10

20

30

40

50

以下、図面に示す実施形態に基づき本発明を詳細に説明する。以下では、ＩＳＤＮおよび
ＰＨＳ／ＰＩＡＦＳによるネットワークを用いたシステムを例示する。
【００１７】
［第１の実施形態］
（システム構成）
本発明による通信システムのシステム構成図を図１に示す。本通信システムは、主に制御
局１０３、無線電話機１０４、無線端末局１０７から構成される。
【００１８】
制御局１０３は、公衆網（ＩＳＤＮ）１０２を収容し、システム内に公衆網通信サービス
およびＧ３ファクシミリ通信機能を提供する。制御局１０３の構成は後で図２を用いて詳
述する。
【００１９】
無線電話機１０４は、制御局１０３との間で無線により制御データ又は音声データを交換
し、公衆網１０２を介した音声通話を行うと共に、複数の端末局間でいわゆる内線間通話
を行なう。
【００２０】
無線端末局１０７は、無線アダプタ１０５とデータ端末または周辺機器１０６から構成さ
れる。無線アダプタ１０５は制御局１０３との間での制御データの通信及びデータ通信を
行なう。データ端末または周辺機器１０６は無線アダプタ１０５に接続され、無線アダプ
タ１０５を介してデータ送受信を行なう。
【００２１】
音声情報または画像情報等のデータの送受信を行なう相手端末１００、１０１、１０８は
公衆網１０２を介して接続される。
【００２２】
上記のうち、データ端末または周辺機器１０６とは、データをバースト的に送受信する機
能を有する端末機器（データ端末）もしくはデータ入出力機器と無線通信を司る無線アダ
プタ１０５を接続可能なものを指しており、たとえばコンピュータ、マルチメディア端末
、プリンタ、ファクシミリ、複写機、ＬＡＮゲートウェイの他に、電子カメラ、ビデオカ
メラ、スキャナ等の機器が該当する。
【００２３】
以下、上記の各構成部材の詳細な構成と動作につき説明する。
【００２４】
（１）制御局
図２に図１の制御局（網制御端末）１０３の内部構成を示す。
【００２５】
図２において符号２０１は主制御部であり、制御局１０３の全体制御を司るとともにタイ
マ計時手段を有し、通信の管理を行なうとともに各無線端末局の管理を行なう。
【００２６】
符号２０２はＲＯＭであり、本発明に係る制御プログラムが格納されている。ＲＯＭ２０
２は本発明の記憶媒体に該当するものである。
【００２７】
符号２０３はＲＡＭであり、主制御部２０１の処理で端末種別情報や通信の状態を記憶す
るなど制御のためのワークエリアおよびファクシミリ通信時に受信したデータの格納およ
び送信時に読み取った原稿のデータを格納するための画像メモリとなる。なお、本実施形
態において、ＲＡＭ２０３は１つのブロックとして記載しているが、ワーク用のＲＡＭと
画像用のＲＡＭと複数のメモリブロックを有することも当然考えられる。
【００２８】
符号２０４はデジタル回線インタフェース部であり、公衆網（ＩＳＤＮ）１０２からの６
４Ｋｂｐｓの２Ｂチャネル、すなわちＢチャネル２本（以下それぞれＢ１チャネルとＢ２
チャネルと記載する）と１６ＫｂｐｓのＤチャネルの「２Ｂ＋Ｄ」のデータを受信するた
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めのＤＳＵ（Ｄｉｇｉｔａｌ　Ｓｅｒｖｉｃｅ　Ｕｎｉｔ）を含む。デジタル回線インタ
フェース部２０４は、ＡＭＩ信号等のシリアル信号を受信し、フレーム中のデータ部を取
り出しＰＣＭ信号および制御データとして、所定のタイミングでデジタルスイッチ部２０
５、および主制御部２０１にデータを出力するとともに、デジタルスイッチ部２０５から
のＰＣＭ信号および主制御部２０１からの制御データを所定のフレームに構成し、公衆網
１０２に送信する。
【００２９】
また、デジタル回線インタフェース部２０４は、ＬＡＰＤ（Ｌｉｎｋ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｐ
ｒｏｃｅｄｕｒｅ　ｏｎ　ｔｈｅ　Ｄｃｈａｎｎｅｌ）のプロトコルにより、主制御部２
０１を介しての相手端末との通信において、呼制御と呼ばれる制御データのやり取りをＤ
チャネルを用いて行なうとともに、ＬＡＰＢ（Ｌｉｎｋ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｐｒｏｃｅｄｕ
ｒｅ　ｏｎ　ｔｈｅ　Ｂｃｈａｎｎｅｌ）のプロトコルにより、音声データ、および画像
データの送受信をＢチャネルを用いて行なう。
【００３０】
また、デジタル回線インタフェース部２０４は、内部にＨＤＬＣ（Ｈｉｇｈ－ｌｅｖｅｌ
　Ｄａｔａ　Ｌｉｎｋ　Ｃｏｎｔｒｏｌ）制御手順を有し、ＩＳＤＮ網を介し、Ｂチャネ
ルを所定のフレームに組み立て、６４Ｋｂｐｓの通信速度で、あるいは同時に２つのＢチ
ャネルを使用して、１２８Ｋｂｐｓの通信速度で非制限デジタルによるデータ通信を行な
うことができる。
【００３１】
符号２０５はデジタルスイッチ部であり、無線通信処理部２０６間のＰＣＭ信号とシリア
ル通信コントロール部２２１間のシリアル信号の切り替えを行い、シリアル信号をデジタ
ル回線インターフェース部２０４を介してＢ１チャネルまたはＢ２チャネルを用いてシリ
アルデータの送受信を行なう。
【００３２】
符号２０６は無線通信処理部であり、一般にチャネルコーデックまたはべースバンドＩＣ
と呼ばれるデバイスを用いて構成される。無線情報処理部２０６はＡＤＰＣＭ符号化され
た情報に、スクランブル等の処理を行なうと共に、所定のフレームへの時分割多重化、後
述するＲＦ部２０７の送受信の切り換え、周波数切り換え等を制御する。また、間欠受信
処理、キャリア検出、レベル検知、ビット同期を行なう機能も有する。
【００３３】
この無線通信処理部２０６で、無線フレームに組み立てられ変調部により変調されたデー
タがＲＦ部２０７を介して目的の無線端末（図１の１０４あるいは１０７）へ伝送される
。また、内部にＰＣＭインタフェース部を有し、アナログ信号－ＰＣＭ信号間のＣＯＤＥ
Ｒ－ＤＥＣＯＤＥＲの処理を行なう。また、無線通信処理部２０６は無線によるデータ通
信を可能にするためのＰＩＡＦＳプロトコルにより、ＩＳＤＮ網、または内線電話機から
の３２Ｋｂｐｓまたは６４Ｋｂｐｓのデータ通信を行なうことができる。本無線通信処理
部２０６の詳細は図３を用いて後述する。
【００３４】
符号２０７はＲＦ部であり、無線通信処理部２０６から入力される送信データにより変調
されたＲＦ（高周波）信号を無線送信可能な形式に変換してアンテナに送ると共に、アン
テナより無線受信した信号から変調されたデータを復調し、無線通信処理部２０６に出力
する。
【００３５】
符号２０８はアナログスイッチ部であり、主として音声信号の経路切り換えを行なう。す
なわちアナログスイッチ部２０８は、主制御部２０１からの制御によりモデム部２１２か
らの信号や音源部２０９、ハンドセット２１０、スピーカ２１１などのアナログ部の入出
力信号の無線通信処理部２０６に対する入出力切り換えを行なう。
【００３６】
符号２０９は保留音またはＤＴ（ダイヤルトーン）、ＢＴ（ビジートーン）、ＲＢＴ（リ
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ングバックトーン）等のコールプログレストーンを出力するための音源である。
【００３７】
符号２１０は通話用のハンドセットであり音声の入出力を行なう。
【００３８】
符号２１１はスピーカであり、着信音や記憶した音声データの出力およびＦＡＸ通信時の
モニタを行なう。モデム部２１２はＧ３規格に基づくファクシミリ送受信を行なうための
ものである。キー入力部２１３はダイヤル番号等を入力する０～９および＊、＃等のダイ
ヤルキー、ファクシミリの送受信を制御する送信、受信キー、回線のＯＮ／ＯＦＦを制御
するオフフックキー、その他保留キーや機能設定を行なうためのセレクトキー等のキーか
ら構成される。
【００３９】
符号２１４は表示部であり、時刻の表示や通信中の回線の表示およびエラーの表示等の状
態の表示を行い、主に液晶等で構成される。
【００４０】
符号２１５はフック検出部であり、特にハンドセットのＯＮ／ＯＦＦを検出し回線ＯＮ／
ＯＦＦを制御する。
【００４１】
符号２１６は感熱型、熱転写型プリンタ、あるいはレーザービームプリンタ、インクジェ
ットプリンタ等の公知の記録方式による記録機構から構成された記録部であり、主にファ
クシミリ画像の記録出力に用いられる。このために、記録部２１６はＭＨ、ＭＲ、あるい
はＭＭＲ符号化されたデジタルデータを復号化する機能を有し、復号化したデータを記録
出力することができる。
【００４２】
符号２１７は、ＣＣＤあるいは密着型センサアレイおよび原稿搬送系など公知の原稿読取
手段により構成された読取部であり、原稿から読み取ったアナログデータをデジタルデー
タに変換する。読取部２１７は主にファクシミリ画像の読取りに用いられる。このために
、ＭＨ、ＭＲ、あるいはＭＭＲなどの符号化方法により読み取った画像データを符号化し
出力することができる。
【００４３】
符号２１８は原稿検出部であり、読取部２１６上の送信原稿の有無を検出し、その結果を
主制御部２０１に通知する。
【００４４】
符号２２０で示されるブロック（破線内）は、ファクシミリの画像入出力、およびユーザ
インターフェースのための手段を構成し、オペレーションパネルを有する１つのユニット
として構成することが考えられる。
【００４５】
符号２１９はアドレスおよびデータバスであり、主制御部２０１が各部の制御を行なうた
めに使用する。
【００４６】
符号２２１はシリアル通信コントロール部であり、ＨＤＬＣ等のシリアル通信の制御を行
なう。
【００４７】
符号２２２～２２８は、アナログスイッチ部２０８が入出力する音声信号を示している。
符号２２２は音源部２０９より出力される保留音、２２３は音源部２０９より出力される
ＤＴ，ＢＴ，ＲＢＴ等のコールプログレストーン、２２４は無線通信処理部２０６から出
力される第１のアナログ信号および無線通信処理部２０６に入力される第１のアナログ信
号を示している。
【００４８】
また、符号２２５は無線通信処理部２０６から出力される第２のアナログ信号および無線
通信処理部２０６に入力される第２のアナログ信号、２２６はハンドセツト２１０から出
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力されるアナログ信号およびハンドセット２１０に入力されるアナログ信号、２２７はス
ピーカ２１１に出力されるアナログ信号、２２８はモデム部２１２から出力されるアナロ
グ信号およびモデム部２１２に入力されるアナログ信号である。
【００４９】
（無線通信処理部の構成と動作説明）
図３に図２の制御局１０３の無線通信処理部２０６の構成を示す。以下、無線通信処理部
２０６の構成および動作の概要につき説明する。無線通信処理部２０６は以下の各部より
構成される。
【００５０】
変調部３０１はフレームに組み立てられ入力されるデータを変調しＲＦ部２０７に出力す
る。復調部３０２はＲＦ部２０７より出力される変調されたデータを復調しデジタル信号
に変換する。
【００５１】
フレーム組立て部３０３は後述する各種バッファに設定されたデータをＲＣＲ－２８スタ
ンダードに定められた所定のフレームに構成する。フレーム分解部３０４は復調部３０２
より出力されるフレーム構成のデジタルデータを分解しデータを取り出す。
【００５２】
Ａ／Ｄコンバータ３０５はＲＦからのＲＳＳＩ信号を受信しアナログ／デジタル変換を行
なう。レベル検出部３０６はＡ／Ｄコンバータ３０５からのデジタル信号を所定のレベル
と比較を行なう。シンセ制御部３０７はＲＦ部２０７に設けられたＰＬＬを設定するため
のデータを出力する。
【００５３】
主制御部Ｉ／Ｆ部３０８は、主制御部２０１と接続されたバス２１９を収容し主制御部２
０１との間で制御データの書き込み・読み出しを行なう。
【００５４】
送信バッファ３０９は、データの送信を行なう場合５ｍｓ毎に送信を行なうデータを一時
的に記憶しておくバッファ、受信バッファ３１０はフレーム分解部で分解されたデータを
一時的に記憶しておくバッファである。
【００５５】
ＡＤＰＣＭインターフェース３１１は後述するＡＤＰＣＭコーデックにより３２Ｋｂｐｓ
に圧縮された音声データを所定のフレームに構成するために一時的に音声データを記憶す
るとともに、フレーム分解部３０で分解された５ｍｓ分の音声データを一時的に記憶する
。音源部３１２はＰＢ信号やＢＴ、ＤＴ等の信号および着信音等をデジタル的に記憶する
。
【００５６】
ＰＣＭコーデック３１３は入力されたアナログ信号を一旦６４ＫｂｐｓのＰＣＭ信号にＡ
／Ｄ変換後、データトランスコーダ／セレクタ３１４に送出するとともに、データトラン
スコーダ／セレクタ３１４からの６４Ｋｂｐｓのデジタル信号をＡ／Ｄ変換しアナログ信
号としてアナログスイッチ部２０８へ出力を行なう機能を少なくとも２系統有する。
【００５７】
データトランスコーダ／セレクタ３１４はＡＤＰＣＭインターフェース３１１へのＡＤＰ
ＣＭデータ入出力信号をＰＣＭコーデック３１３からＰＣＭデータをＡＤＰＣＭ変換して
入出力するか、あるいは、ＰＣＭインターフェース３１６からのＰＣＭデータをＡＤＰＣ
Ｍ変換して入出力するかを選択するとともに、３２ＫｂｐｓのＡＤＰＣＭデータと６４Ｋ
ｂｐｓのデータをトランスコードする機能を２系統有する。
【００５８】
データトランスコーダ／セレクタ３１４は、さらに、データ入出力部３１８との間で入出
力されるデータの出力先の選択も行なうとともに、ＰＣＭコーデック３１３とＰＣＭイン
ターフェース３１６間をスルーで６４ＫｂｐｓのＰＣＭ信号として接続するかのパスの選
択も行なう。
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【００５９】
アナログＩ／Ｆ３１５は、ＰＣＭコーデック３１３およびアナログスイッチ部２０８との
間のアナログ入出力信号２２４、２２５のレベルの制御を行なう。
【００６０】
ＰＣＭインターフェース３１６は、６４Ｋｂｐｓのデータ伝送速度で、デジタルスイッチ
部２０５およびデータトランスコーダ／セレクタ３１４との間でＰＣＭ信号の信号の変換
およびデータの入出力を行なうとともに、ＰＣＭ信号の公衆網１０２との同期をとる。
【００６１】
バーストデータＩ／Ｆ３１７は、フレーム分解部３０４で分解されたバーストデータ信号
を一時的に記憶し、３２Ｋｂｐｓのシリアル信号としてデータ入出力部３１８に出力する
とともに、データ出力部３１８より３２Ｋｂｐｓで入力されたデジタルデータを所定のフ
レーム分一時的に記憶する。
【００６２】
データ入出力部３１８は３２Ｋｂｐｓで入出力されるデータをＡＤＰＣＭデータとバース
トデータにより切り換える処理を行なう。
【００６３】
ＰＩＡＦＳ制御部３２０は、公衆網１０２からの着信が、非制限デジタル通信のＰＩＡＦ
Ｓモードを示しているとき、デジタル回線インタフェース２０４、デジタルスイッチ部２
０５を介して無線通信処理部２０６のデータ入出力部３１８へと接続される。ＰＩＡＦＳ
通信の場合、データ入出力部３１８では通信パスをＰＩＡＦＳ制御部３２０に接続し、Ｐ
ＩＡＦＳ制御部３２０が受信するデータ中の所定のフレームを検出し、データを取り出す
ことによりデータ通信を行なう。
【００６４】
図４は、図２および図３のアナログスイッチ部２０８の構成を示している。アナログスイ
ッチ部２０８は、スイッチ制御部４３１を有する。スイッチ制御部４３１は、主制御部２
０１の制御に基づき図２および図３に示したアナログ信号２２２～２２８のパス制御を行
なう。
【００６５】
スイッチ制御部４３１は、スイッチ４０１～４３０をＯＮ／ＯＦＦしアナログ信号のパス
制御を行なうが、その際、図示したスイッチマトリクスの交点にあるスイッチ４０１～４
３０をＯＮにすることにより、アナログ信号２２２～２２８のパス制御が行われる。たと
えば、無線通信処理部２０６からのアナログ出力１（２２４）をモデム２１２へのアナロ
グ入力２２８と接続するには、スイッチ４１５をＯＮとする。
【００６６】
図５は本システムにおける表示部２１４およびキー入力部２１３をオペレーションパネル
としてパネルで構成したときの外観を示している。
【００６７】
図５において符号５０１は各種機能設定を開始させるための機能キー、５０２は回線の使
用状況や機能の設定時の表示を行なう表示パネル、５０３は回線の保留を行なうための保
留キー、５０４はファクシミリの送信を促す送信キー、５０５はファクシミリの受信を促
す受信キー、５０６は機能設定時モードを変更するためのセレクトキー、５０７はセレク
トしたモードをセットするためのセットキー、５０８はダイヤル情報を入力するためのテ
ンキーである。
【００６８】
上記のうち、表示パネル５０２は、本発明に係る三者通信中の回線の表示、選択などのた
めに用いられる。
【００６９】
以下、上記構成における動作につき詳細に説明する。図６は本システムを用いて三者通話
を行なう時の制御の概略を示している。
【００７０】
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本実施形態では、便宜上、第１通信に使用する通信チャネルをＩＳＤＮのＢ１チャネル、
第２の通信に用いる通信チャネルをＢ２チャネルとする。
【００７１】
主制御部２０１は、検出部２１５よりハンドセット２１０のオフフック情報を受信すると
、第１の通話ありと判定し（ステップＳ１０１）、使用する回線チャネルを決定し（本実
施形態ではＢ１チャネルを使用）、さらにアナログスイッチ２０８（図４）を制御しスイ
ッチ４０９をＯＮし４００Ｈｚのダイヤルトーンをハンドセット２１０へ出力する。
【００７２】
さらに、ステップＳ１０１の後、テンキー５０８よりダイヤル番号が入力されると、表示
パネル５０２にダイヤル番号を表示するとともに、デジタル回線Ｉ／Ｆ２０４を制御し、
テンキーなどから入力されたダイヤル番号を用いて発呼処理を行なう。この発呼処理後、
相手端末１００（図１）より応答があると、主制御部２０１はデジタルスイッチ部２０５
、無線通信処理部２０６間のデジタル通話パスを接続し、無線通信処理部２０６からのア
ナログ信号２２４を用いてアナログスイッチ部２０８を介してのアナログ信号２２４、２
２６の入出力を行なう（ステップＳ１０２）。
【００７３】
ここで、図２、図３を用いて通話時の動作の詳細を説明する。主制御部２０１は、デジタ
ルスイッチ部２０５からのデータ信号をＰＣＭインターフェース３１６に入力し、さらに
データトランスコーダ／セレクタ３１４をＰＣＭスルーでＰＣＭコーデック３１３に接続
するように制御する。ＰＣＭコーデック３１３では受信したＰＣＭのデータ変換をＤ／Ａ
変換し、アナログスイッチ部２０８へ出力する。
【００７４】
また、アナログスイッチ部２０８からのアナログ信号２２４はＰＣＭコーデック３１３に
より６４ＫｂｐｓのＰＣＭデータにＡ／Ｄ変換され、データトランスコーダ／セレクタ３
１４を介してＰＣＭインターフェース３１６からデジタルスイッチ部２０５へ送出される
。
【００７５】
また、主制御部２０１は、アナログスイッチ部２０８を制御し、トーンの送出をＯＦＦ（
スイッチ４０９をＯＦＦ）し、無線通信処理部２０６からの第１のアナログ信号２２４を
ハンドセット２１０のアナログ入力２２６に接続する（スイッチ４１４をＯＮ）。またハ
ンドセット２１０からのアナログ信号２２６を無線通信処理部２０６の第１のアナログ入
力２２４に接続する（スイッチ４２２をＯＮ）。
【００７６】
このようにして、ハンドセット２１０～アナログスイッチ部２０８～無線通信処理部２０
６～デジタルスイッチ部２０５～デジタル回線Ｉ／Ｆ２０４～公衆網１０２が接続され、
第１の通話が成立する。
【００７７】
第１の通話中に三者通話を行なう場合、まず機能キー５０１（図５）を押下する。このと
き、表示パネル５０２で表示した適当なメニューからセレクトキー５０６を用いて三者通
話を選択し、セットキー５０７を押下することで三者通話開始処理を開始する（ステップ
Ｓ１０３）。
【００７８】
三者通話開始処理が開始されると、図５に示すように、主制御部２０１が表示パネル５０
２に「回線１：」、および「回線２：」などのように、回線（それぞれＩＳＤＮの２つの
Ｂチャネルに相当）の使用状態を表示させるとともに、その内空いている回線に（本実施
形態では回線２）にカーソル表示し、ダイヤル番号の入力を促す。また、アナログスイッ
チ４１４、４２２をＯＦＦとし、さらにスイッチ４０２をＯＮし第１の通話相手１００に
対して保留音を送出する。また、スイッチ４０９をＯＮし、ＤＴ（ダイヤルトーン）をハ
ンドセット２１０に出力する。そして保留キー５０３または表示パネル５０２で保留中で
あることを通知する（ステップＳ１０４）。
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【００７９】
その後、上述と同様に、ダイヤル番号の入力およびＢ２チャネルを用いた発呼処理が行な
われ、相手端末１０１より応答があった場合、主制御部２０１は無線通信処理部２０６の
２つめのＰＣＭコーデック３１３、データトランスコーダ／セレクタ３１４、アナログＩ
／Ｆ３１５，ＰＣＭインターフェース３１６を制御する。
【００８０】
さらにアナログスイッチ２０８を制御し、音源部２０９からのトーン信号２２３を停止し
て、無線通信処理部２０６からの第２のアナログ信号２２５をハンドセット２１０のアナ
ログ入力２２６に接続する（スイッチ４０９をＯＦＦ、スイッチ４１９をＯＮとする）。
またハンドセット２１０からのアナログ信号２２６を無線通信処理部２０６の第２のアナ
ログ入力２２５に接続する（スイッチ４２３をＯＮ）。このような処理により第２の通話
が成立する。第２の通話成立後、主制御部２０１が保留キー５０３の押下を検出すると（
ステップＳ１０５）、スイッチ４０２をＯＦＦし、再度アナログスイッチ４１４、４２２
、およびスイッチ４１３、４１７をＯＮすることでハンドセット２１０を用いて相手端末
１００、１０１との三者通話が可能となる（ステップＳ１０６）。
【００８１】
本実施形態においては、２通話とも制御局１０３より発呼を行ったが、着信による通話か
ら三者通話に移行する場合においても上記と同様の操作、および接続処理を行なえば良い
。
【００８２】
さらに、図７に三者通話中にファクシミリを相手端末１００（Ｂ１チャネル）に送信する
場合の制御を説明する。すなわち、非標準プロトコルを用いることなく、通話中の相手に
対して別の通信、ここではファクシミリ送信を行なう。
【００８３】
図７では、三者通話に用いている２つのＢチャネルに空きが生じればそれを用いるが、空
きが無ければユーザにファクシミリ送信を行なう回線を選択させ、その回線を用いてチャ
ネルを用いて（その回線（チャネル）で接続されている相手に）ファクシミリ送信を開始
する。
【００８４】
すなわち、主制御部２０１は、三者通話中にシステムの状態を監視し（ステップＳ２０１
）、フック検出部２１５からのハンドセット２１０のオンフック信号、または相手端末１
００、１０１の切断により三者通話が終了したことを検出すると（ステップＳ２０２）、
デジタル回線Ｉ／Ｆ２０４を制御し切断、解放等のコマンドのやり取りを行ない、公衆網
１０２を用いた通信を終了する（ステップＳ２１３）。本システム側、または相手端末１
００、１０１からの切断を検出しない場合は（ステップＳ２０２）、原稿検出部２１８の
出力を調べ、送信原稿があることを示す検出信号が出力されているかどうか判定する（ス
テップＳ２０３）。
【００８５】
三者通話中に原稿検出部２１８よりデータ送信を行なうための送信原稿がセットされたこ
とを示す信号を主制御部２０１が受信すると、キー入力部２１３から回線選択情報を入力
する。
【００８６】
この時、原稿がセットされていると、主制御部２０１は表示部２１４（表示パネル５０２
）の「回線１：」または「回線２：」の表示とともにカーソルを表示し、ダイヤル番号入
力可能な状態とする。また、「回線１：」または「回線２：」のいずれにダイヤル番号入
力を行なうかは、ユーザがセレクトキー５０６の上、あるいは下矢印キーを押下すること
で選択する（ステップＳ２０４）。
【００８７】
ここで、ユーザは、新規番号を入力することで、三者通話とは無関係の相手にファクシミ
リを送信できる。
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【００８８】
また、新規番号を入力せずにセレクトキー５０６を押下（後述のステップＳ２１４）する
ことで、回線の１つを用いて通話している同じ相手を選択し、その相手にファクシミリを
送信する。この場合は、回線は解放せず、既に成立している音声通信チャネルを用いてＧ
３ファクシミリ通信を行なう。
【００８９】
すなわち、ステップＳ２０４の後、キー入力部２１４のテンキー５０８よりダイヤル番号
の入力がない場合は（ステップＳ２０５）、カーソルで回線が選択された状態で、セレク
トキー５０６が押下されるかを検出する（ステップＳ２１４）。セレクトキー５０６が押
下されない場合は回線の監視処理を継続する（ステップＳ２０１）。
【００９０】
ステップＳ２１４でセレクトキー５０６が押下された場合、主制御部２０１は表示パネル
５０２のカーソルにより指定された回線がファクシミリ送信に用いるべき回線であると判
断し、アナログスイッチ部２０８を制御する（ステップＳ２１５）。すなわち、ファクシ
ミリ信号を送信するモデム部２１２からのアナログ出力２２８を無線通信処理部２０６の
アナログ入力２２４に接続するためにスイッチ４２７をＯＮとする。また、無線通信処理
部２０６からのアナログ出力２２４をファクシミリ信号を受信するモデム部２１２のアナ
ログ入力２２８に接続するためスイッチ４１５をＯＮとする。ただし、この時まではハン
ドセット２１０による三者通話を保持する。
【００９１】
ステップＳ２１５の後、主制御部２０１がキー入力部２１３のファクシミリ送信キー５０
４の押下を検出すると（ステップＳ２１６）、アナログスイッチ２０８を制御し三者通話
を終了し、２Ｂチャネルの１つを用いてファクシミリ通信を行なう。この時、アナログス
イッチ２０８の制御では、Ｂ２チャネルでの通話にモデム信号の音が入らないように、無
線通信処理部２０６のアナログ入出力２２５からモデム部２１２間のアナログ入出力２２
８のパスを切り離す。具体的にはスイッチ４１３、４１４、４１７、４２２をＯＦＦとす
る。なお、この時モデム信号をモニタするためステップＳ４１１をＯＮし、スピーカ２１
１にモデム信号を送出するようにしてもよい。このようなスイッチ制御の後、相手端末１
００との間でファクシミリ送受信を行なう。すなわち、読取部２１７で読み取った原稿デ
ータを符号化し、モデム部２１２で変調して、Ｔ３０プロトコルのアナログファクシミリ
手順により送信する（ステップＳ２１７）。
【００９２】
この時、相手側は、後述の図８の制御を行なうことによりファクシミリ受信に移行するか
、ＴＡなどのアナログインターフェースにファクシミリ一体型のアナログ電話機などの端
末を接続している場合には、その端末をファクシミリモードに切り換えることによっても
ファクシミリ受信を行なえる。
【００９３】
一方、送信原稿を検出し、使用する回線が選択された上、キー入力部２１４のテンキー５
０８より新しいダイヤル番号が入力されている場合（ステップＳ２０５）には、主制御部
２０１はデジタル回線Ｉ／Ｆ２０４を制御し、選択した回線に対して切断処理を行いチャ
ネルを解放する。ここで、アナログスイッチ部２０８の制御においては、無線通信処理部
２０６への入出力２２４およびハンドセットへの入出力２２６をＯＦＦとする。具体的に
はスイッチ４１３、４１４、４１７、４２２をＯＦＦとする（ステップＳ２０６）。テン
キー５０８から新規のダイヤル番号入力が完了していれば（ステップＳ２０７）、ファク
シミリ送信キー５０４が押下されるかを検出する（ステップＳ２０８）。
【００９４】
ここでファクシミリ送信キー５０８が押下されると、主制御部２０１は原稿読取部２１７
を制御し送信原稿を読み取る。読取が完了すると入力されたダイヤル番号を基にデジタル
回線Ｉ／Ｆ２０４を制御し、他の端末１０８（図１）へのＴ３０プロトコルを用いた発呼
を行なう（ステップＳ２０９）。発呼後、他の端末１０８からの応答を確認した場合は、
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デジタル回線Ｉ／Ｆ２０４を制御しチャネルを接続し、アナログスイッチ２０８を制御し
てモデム部２１２からのアナログ入出力信号２２８を無線通信処理部２０６のアナログ入
出力２２４と接続する。具体的にはスイッチ４１５、４２７をＯＮとする。これにより相
手端末とアナログ的に接続され、モデム部２１２による、Ｔ３０プロトコルを用いたファ
クシミリ通信を開始する（ステップＳ２０９）。
【００９５】
以上の処理により、ステップＳ２１１においてモデム部２１２による通信が開始されトレ
ーニング信号等により通信が可能であると判断すると、２Ｂチャネルを用いたファクシミ
リ通信および音声通話を継続する（ステップＳ２１２）。
【００９６】
以上では、三者通話中にファクシミリ通信を開始する例を示したが、もちろんモデムが他
の方式のデータ通信を行なうものであれば、ファクシミリ以外のデータ通信を行なえるの
はいうまでもない。
【００９７】
以上のようにして、三者通話中にデータ通信を開始することができ、非標準プロトコルを
用いることがないので、簡単安価に実施でき、また、機器間の互換性を損なうことがない
。
【００９８】
以下、図８のフローチャートを用いて三者通話中に相手端末１００（Ｂ１チャネルを用い
た通信）からファクシミリを受信する場合の動作を説明する。図８の手順により、図７の
手順により開始されたファクシミリ送信を受けることができる。
【００９９】
図８において、主制御部２０１は、三者通話中にシステムの状態を監視し（ステップＳ３
０１）、フック検出部２１５からの検出信号により、ハンドセット２１０のオンフック検
出、または相手端末１００あるいは１０１（図１）の切断により三者通話が終了したこと
を検出すると（ステップＳ３０２）、デジタル回線Ｉ／Ｆ２０４を制御し切断、解放等の
コマンドのやり取りを行い、公衆網１０２を用いた通信を終了する（ステップＳ３１０）
。
【０１００】
一方、システムまたは相手端末１００，１０１からの切断を検出しない場合は（ステップ
Ｓ３０２）、三者通話中の相手端末１００、１０１からのファクシミリ送信があるかを検
出する。この検出処理は三者通話を行っている時に無線通信処理部２０６からのアナログ
出力１（２２４）とアナログ出力２（２２５）を合成して、常にモデム部２１２へのアナ
ログ入力２２８へ信号を入力する。具体的には三者通話時のスイッチに加えて、スイッチ
４１５、４２０をＯＮする。
【０１０１】
そして、モデム部２１２から、モデム信号を受信したことを示す信号が出力されている場
合（ステップＳ３０３）は、このままでは無線通信処理部２０６のアナログ出力１または
２のどちらがファクシミリ送信かがわからないため、ステップＳ３０４において、主制御
部２０１はアナログスイッチ２０８を制御し、アナログ出力１（２２４）のみをモデム部
２１２に接続するようにする。（スイッチ４２０をＯＦＦとする）。該処理の結果相手端
末からのモデム信号を受信できた場合は、Ｂ１チャネルを用いたファクシミリ受信を行な
うための処理を行なう。また、ステップＳ３０３において前記処理の結果モデム信号を受
信できなかった場合は、アナログ出力２（２２５）をモデム部２１２へのアナログ入力（
２２８）へ接続する（スイッチ４１５をＯＦＦ、スイッチ４２０をＯＮとする）。相手端
末からのモデム信号を受信できた場合は、Ｂ２チャネルを用いたファクシミリ受信を行な
うための処理を行なう。
【０１０２】
以上のようにしてファクシミリ送信を行なう回線の選択が完了し（ステップＳ３０５）、
Ｂ１チャネルよりファクシミリのモデム信号を受信したことを主制御部２０１が検出する
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と（ステップＳ３０６）、モデム部２１２への入出力信号２２８を無線通信処理部２０６
のアナログ入出力２（２２５）から切り離し、相手ファクシミリからの送信データを受信
するための処理を開始する（ステップＳ３０７）。この時、アナログスイッチ２０８はス
イッチ４１３、４１４、４１７、４２２をＯＦＦとする。その後、相手端末１００とＴ３
０プロトコルを用いた着信処理を行い、通信速度の整合を行い通信が可能であると判断し
た場合は（ステップＳ３０８）、Ｂ１チャネルを用いてファクシミリ通信およびＢ２チャ
ネルを用いての音声通話の２Ｂを用いた通信を行なう（ステップＳ３０９）。
【０１０３】
図８のファクシミリ受信も、モデムを用いた他のデータ通信に置換できるのはいうまでも
ない。
【０１０４】
以上のようにして、三者通話中にＢチャネルの１つからモデム信号を検出すると（ステッ
プＳ３０３）、自動的にデータ通信（ファクシミリ受信）に移行することができる。
【０１０５】
すなわち、本実施形態によれば、ＩＳＤＮの２Ｂチャネルを用いて三者通話を行っている
際、三者通話を終了させることなく、通話相手とＴ３０ファクシミリプロトコルなど標準
のプロトコルを用いたデータ送受信を行なうことができ、簡単安価に三者通話を行なうと
ともに、しかもその通話中に容易な操作により、高い互換性で簡単安価にファクシミリ通
信などのデータ通信を行なえる。
【０１０６】
また、ファクシミリ送信すべき原稿を検出した際、自動的に回線選択手順を開始するよう
にしているため、ユーザの操作が極めて容易になる利点がある。
【０１０７】
また、回線が選択された後、キー操作によりダイヤル情報が入力された場合、選択した回
線を切断し、空いた回線を用いてデータ通信を行なうようにしているため、三者通話を行
っている相手以外とも簡単にファクシミリなどのデータ通信を行なうことができる。
【０１０８】
また、データ通信のモデム信号を検出して受信に移行するようにしているので、再度回線
を接続することなくファクシミリなどのデータ通信を行なえる。
【０１０９】
［第２の実施形態］
上記実施形態においては、ファクシミリ受信を自動的に行なうように記載したが、ファク
シミリ受信を手動で行なうことも可能である。
【０１１０】
図８のフローチャートにおいて、三者通話中に手動で受信する場合は、通話中にハンドセ
ット２１０から聴取した通話の内容などから相手端末１００からファクシミリ送信が行わ
れるとユーザが判断した場合は（ステップＳ３０３）、セレクトキー５０６を用いて表示
パネル５０２のカーソルを移動し、回線１にカーソルを設定する（ステップＳ３０４）こ
とにより手動でファクシミリ受信に向かう分岐を行なう。
【０１１１】
ユーザがセットキー５０７の押下により回線１を選択すると、主制御部２０１は回線１を
用いた処理を行なうことを認識し（ステップＳ３０５）、その後、ユーザがハンドセット
２１０により相手端末１００からのファクシミリ送信信号を認識し、キー入力部２１３の
受信キー５０５を押下すると、主制御部２０１はＴ３０プロトコルを用いた受信処理を回
線１を用いて行なう。この時、アナログスイッチ２０８の制御は、受信キー５０５押下時
にスイッチ４１３、４１４、４１７、４２２をＯＦＦとし、ファクシミリ通信中はモデム
の音声信号がハンドセットに出力されないようにする。
【０１１２】
以上のようにして、ユーザは回線表示を視認した上、手動回線選択操作を行なうことによ
り、三者通話から手動でデータ通信（ファクシミリ受信）に移行することができる。この
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場合もファクシミリ受信はモデムを用いた他のデータ通信に置換することができる。
【０１１３】
以上では、制御局の構成としてファクシミリ機能およびＰＨＳ／ＰＩＡＦＳによる内線シ
ステムの交換機能を内蔵した通信装置を示したが、本発明は機器の構成にかかわらず実施
できるのはいうまでもない。すなわち、ＩＳＤＮの２Ｂチャネルを用いて三者通話を行な
うとともに、通話以外のデータ通信機能を有する通信装置であれば本発明は実施できる。
たとえば、パーソナルコンピュータのような汎用の端末にＩＳＤＮ通信カードを装着し、
ソフトウェア制御により通話およびファクシミリ通信を行なうような構成においても実施
することができる。
【０１１４】
本発明の制御プログラムは、ＲＯＭ２０２のみならず、ハードディスク、フロッピーディ
スク、光ディスク、光磁気ディスクやメモリカードなどのあらゆるコンピュータ読み取り
可能な記録媒体に格納して供給することができる。
【０１１５】
　以上説明したように、ＩＳＤＮ（統合サービスディジタル網）のようなデジタル公衆回
線インタフェースを収容し、少なくとも１つの内線電話機能およびデータ通信機能を備え
た通信装置、その制御方法、およびその制御プログラムを格納したコンピュータ読取可能
な記憶媒体において、発信または着信時にＢチャネルを接続し第１の通信を行なう第１の
通信制御、および発信または着信時にＢチャネルを接続し第２の通信を行なう第２の通信
制御を行ない、前記第１および第２の通信を用いて三者通話を行なわせ、前記三者通話中
にデータ送信すべきデータの有無を検出し、前記第１の通信および第２の通信の回線情報
を表示するとともに、前記表示工程で表示される情報を基にデータ送信を行なう回線を選
択し、前記回線選択工程により選択された回線に対してデータ送信を行なう構成を採用し
ているので、２Ｂチャネルを用いて三者通話を行っているときに、三者通話を終了させる
ことなく、通話相手とＴ３０ファクシミリプロトコルなど標準のプロトコルを用いたデー
タ送受信を行なうことができ、三者通話中に容易な操作により、高い互換性で簡単安価に
ファクシミリ通信などのデータ通信を行なえる、という優れた効果がある。また、非標準
のプロトコルおよびハードウェアを用いることがないため、簡単安価に実施でき、互換性
を損なうことなく多様な相手端末との間で三者通話およびデータ通信を行なうことができ
る。
【０１１６】
あるいはさらに、前記データ通信がアナログモデム信号を用いるファクシミリ通信であり
送受信されるデータがファクシミリ画像データである構成によれば、三者通話を行なうと
ともに、しかもその通話中に容易な操作により、高い互換性で簡単安価にファクシミリ通
信を行なうことができる。
【０１１７】
あるいはさらに、ファクシミリ送信すべき原稿を検出した際、前記回線選択を行なう構成
によれば、ユーザの操作が極めて容易になる利点がある。
【０１１８】
あるいはさらに、前記回線選択により回線が選択された後、ダイヤル情報を入力するキー
入力手段よりダイヤル情報が入力された場合、前記回線選択により選択した回線を切断し
、空いた回線を用いてデータ通信を行なう構成を採用しているので、三者通話を行ってい
る相手以外とも簡単にファクシミリなどのデータ通信を行なえ、さらに装置の操作性を向
上することができる。
【０１１９】
あるいは、発信または着信時にＢチャネルを接続し第１の通信を行なう第１の通信制御、
および
発信または着信時にＢチャネルを接続し第２の通信を行なう第２の通信制御を行ない、
前記第１および第２の通信を用いて三者通話を行なわせ、
前記第１の通信および第２の通信のモデム信号を検出し、
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前記モデム信号の検出結果に基づきデータ受信を行なう回線を選択し、
選択された回線からのデータ受信を行なう構成を採用すれば、容易な操作により、簡単安
価かつ高い互換性で、三者通話中にデータ通信のモデム信号を検出して受信に移行するこ
とができ、再度回線を接続することなくファクシミリなどのデータ通信を行なえる、とい
う優れた効果がある。
【０１２０】
　あるいは、発信または着信時にＢチャネルを接続し第１の通信を行なう第１の通信制御
、および発信または着信時にＢチャネルを接続し第２の通信を行なう第２の通信制御を行
ない、前記第１および第２の通信を用いて三者通話を行なわせ、前記第１の通信および第
２の通信の回線情報を表示し、表示される情報を基にデータ受信を行なう回線を選択し、
選択された回線からのデータ受信を行なう構成を採用すれば、容易な操作により、簡単安
価かつ高い互換性で、三者通話中にユーザは回線表示を視認した上、手動回線選択操作を
行なうことにより、三者通話から手動でデータ受信に移行することができる、という優れ
た効果がある。
【発明の効果】
　以上のように本発明によれば、複数の通信相手との通信中に容易な操作により、データ
通信を行なえる。即ち、複数の通信相手と通信中に送信すべきデータが検出された場合に
、通信中の通信相手以外の通信相手が指定されなければ、ユーザにより選択された回線を
使用して通信中の通信相手にデータを送信し、通信中の通信相手以外の通信相手が指定さ
れると、ユーザにより選択された回線を使用した通信相手との通信を切断し、空いた回線
を用いて指定された通信相手にデータ通信を送信するので、複数の通信相手と通信中であ
っても、通信中のいずれかの相手、新規の相手と任意の通信相手にデータを送信できる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明を採用した通信システムの構成を示したブロック図である。
【図２】図１の制御局の内部構成を示したブロック図である。
【図３】図２の無線通信処理部の内部構成を示したブロック図である。
【図４】図２、図３のアナログスイッチ部の内部構成を示したブロック図である。
【図５】図２の表示部およびキー入出力部の構成例を示した説明図である。
【図６】三者通話の制御手順を示したフローチャート図である。
【図７】三者通話時に相手端末へファクシミリ送信を行なう場合の制御手順を示したフロ
ーチャート図である。
【図８】三者通話時にファクシミリ受信を行なう場合の制御手順を示したフローチャート
図である。
【符号の説明】
１０３　制御局
１０４　無線電話機
１０６　データ端末または周辺機器
１０７　無線端末局
２０１　主制御部
２０２　ＲＯＭ
２０３　ＲＡＭ
２０４　デジタル回線インタフェース
２０５　デジタルスイッチ部
２０６　無線通信処理部
２０７　ＲＦ部
２０８　アナログスイッチ部
２０９　音源部
２１０　ハンドセット部
２１２　モデム部
２１３　キー入力部
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２１４　表示部
２１５　フック検出部
２１６　記録部
２１７　読取部
２１８　原稿検出部
２１９　バス
２２２　保留音
２２３　コールプログレストーン
２２４　アナログ入出力１
２２５　アナログ入出力２
２２６　ハンドセットへのアナログ入出力
２２７　スピーカへのアナログ信号
２２８　モデム部へのアナログ入出力

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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